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中学校 数学科 部会 

 部会長名 糸田町立糸田中学校 校長 山中 江利子 

実践者名 大任町立大任中学校 教諭 江口  徹郎 

 

１ 研究主題 

「確かな学力を育む数学科学習指導法」 

～数学的な活動を通して～ 

 

２ 主題設定の理由 

 令和 7 年度全国学力・学習状況調査の結果によると、福岡県は平均正答数が 7.1（全国 7.2）、

平均正答率が 47（全国 48.3）と全国平均をやや下回っている。また、福岡県全体と筑豊地区の標

準化得点を比較すると、筑豊地区は 77.8（福岡県は 98.6）となっており、さらに厳しい状況が続

いている。特に証明や記述問題の正答率が低い。その要因として文章問題の様々な条件を解釈し、

問題の目的や条件を意識して説明出来ていないことが挙げられる。また、証明問題では、答えを

どのように表現すればいいか分からない生徒が少なからずいることが挙げられる。 

 これらの状況から見ると、「確かな学力」を育むために必要な基礎的・基本的な知識及び技能の

定着や、思考力・判断力・表現力に加えて、粘り強く課題に挑戦する力が不足しているなど多く

の課題がある。それらの課題を踏まえ、どのような指導方法が有効であるかを探るために、本主

題を設定した。 

 

３ 主題の意味 

 確かな学力とは、一人ひとりが問題に含まれる条件を理解し、問題解決への見通しを持ってよ

りよく生きていくために必要な学力と捉える。 

 また、数学科における「確かな学力」とは「知識及び技能、思考力・判断力・表現力等、学びに

向かう力・人間性等」の３つの要素によって構成されると捉える。 

 

４ 研究の目標 

 「確かな学力」を育むために、生徒が学習を自己調整する展開を位置づけた数学科の授業実践

の有効性を究明する。 

 

５ 研究仮説 

 授業の中に学びを自己調整する場を位置づけることで、1 つの課題に対して主体的に取り組み

「確かな学力」を身に着けることができるだろう。 
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６ 研究の計画（授業の計画） 

（１）単元（題材等）  5章「相似な図形」 

（２）単元（題材等）の目標及び指導計画 

単元 相似な図形 総時数 19時間 時期 11､12月 

単元の目標 

〇相似の意味や性質を理解することが出来るとともに、証明の必要性とその  

方法について理解することができる。 

〇基本的な立体の相似の意味及び相似な図形の相似比と面積比や体積比との

関係について理解することが出来る。          （知識及び技能） 

〇平行線と線分の比についての性質を見いだし、相似な図形の性質や基本的な

平面図形の性質を使って論理的に確かめることが出来る。 

（思考力・判断力・表現力等） 

〇相似な図形の良さに気づき、学んだことを生活や学習に活かそうとしたり、

相似な図形の性質を活用した問題解決の方法を自己調整しようとしたりする

ことが出来る。              （学びに向かう力・人間性等） 

次 時 具体的な目標 学習活動・内容 指導上の留意点（援助・支援） 

１ 3 1 相似な図形 

・相似な図形の関係を理

解することができる。（知） 

・相似の中心から相似な

図形の作図をすることが

できる。（知） 

・タブレット操作を通

して、拡大や縮小をし

た時の辺や角度の関係

を考える。 

・相似の中心から相似

な図形を作図する。 

・拡大、縮小を生徒が自分の操

作をもとに考えられるように、

生徒のタブレットを使って考え

させる。 

・辺の長さや角度を定規などの

測定器を使わずに簡単に考えら

れるようにするために、方眼を

用いて考えさせる。 

3 2 三角形の相似条件 

・三角形の相似条件を理

解する。(知) 

・三角形の相似条件を利

用して、図形の性質を証明

することができる。(知) 

・辺や角の情報をいく

つか与え、相似条件を

見つける。 

・相似条件を利用し

て、図形の性質を筋道

立てて証明する。 

・合同と相似の関係を結びつけ

て考えさせるために、合同条件

と相似条件を比較する場を設定

する。 

・証明の構成を理解しやすくす

るために、仮定と結論と相似条

件を考えさせて筋道が分かりや

すいようにする。 

2 3 相似の利用 

・直接測定できない距離

や高さを求めることがで

きる。(思) 

・有効数字の意味を理解

・見上げる位置と角度

の関係から相似な図形

を見出し、建物の高さ

を求める。 

・有効数字が何桁かわ

・相似を利用して解く必要性を

理解しやすくするために、校舎

の高さを求める。 

・有効数字の意味と必要性を理

解しやすくするために、理科の



 

- 153 - 

 

し、a×(10の累乗)の形で

表せる。(知) 

かるように表現する方

法を理解する。 

実験を関連付けて説明する。 

2 4 1 三角形と比 

・三角形と比の定理の逆

を利用して、2つの線分が

平行であることを判断で

きる。(知) 

・中点連結定理を利用し

て、線分の長さを求めるこ

とができる。(知) 

・ノートの罫線を 3 等

分する方法を説明する

活動を通して、三角形

と比の定理を説明す

る。 

・三角形と比の定理を

使って、辺の長さを求

める。 

 

・対応する辺や角を分かりやす

くするために、電子黒板を用い

て色分けして説明する。 

・対応する辺や角をわかりやす

くするために、相似な三角形の

関係を∽を使って書き、対応を

確認できるようにする。 

2 2 平行線と比 

・平行線と比の定理を見

出し、それを利用して線分

の長さを求めることがで

きる。(知) 

・平行線と比の定理を利

用して、図形の性質を証明

することができる。(思) 

・平行移動することで

平行線と比の定理を利

用できる場合の線分の

長さを求める。 

平行線と比の定理を使

って、線分を 3 等分す

る方法を証明する。 

・平行移動することで相似な三

角形を見出す際に、三角形をイ

メージしやすくするために、ア

ニメーションを用いて説明す

る。 

・補助線をかいて考えやすいよ

うにするために、長さを求める

図は他のものより大きくかく。 

3 3 

本 

時 

1

5 

／ 

1

9 

1 相似な図形の相似比と

面積比  

・相似な図形の相似比と

面積比の関係を見出せる。

(思) 

・三角形の面積比が相似

比の関係を様々な方法で

説明しようとしている。

(主) 

・相似な三角形を組み

合わせたり、文字おき

したりすることで相似

比と面積比の関係を見

出す。 

・生徒が学習方法を自己調整で

きるようにいくつかの解き方を

提示し、生徒自身に解き方を選

択させる。 

・面積比を使う必要性を実感さ

せるために、地図上の施設の実

際の面積を求める課題を設定す

る。 

2 2 相似な立体の表面積の

比や体積比 

・相似な立体の相似比と

体積比の関係を見出すこ

とができる。(思) 

・立体の相似比と表面積

の比や体積比の関係を利

用して、表面積や体積を求

めることができる。(知) 

・相似な立体につい

て、底面積や高さの相

似比を使って面積比を

考える。 

・相似な円柱や円錐の

表面積の比や体積比を

求める。 

・相似な立体の意味を理解させ

るために、模型を使って説明す

る。 

・表面積を求めやすくするため

に、アニメーションで展開図を

提示する。 
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7 指導の実際 

 

本時 令和 7年 12月 8日(月) 第 5校時 3年 1組教室において 

 

（１）主眼  

相似な三角形や四角形の面積比を求めて説明する活動を通して、多角形の面積比と相似比

の関係を見出し説明することができる。 

 

（２）授業仮説 

   相似比と面積比の関係を式、分割、敷き詰めの 3 つの方法から選び考えることで、生徒が

主体的に課題解決に取り組み、三角形や四角形だけでなく相似な多角形の面積比が相似比の

２乗になることを説明することができるだろう。 

 

（３）準備  電子黒板、タブレット（オクリンク）、学習プリント、相似な三角形の紙 

 

（４）展開 

 学習活動・内容 ○指導上の留意点◆評価規準（方法） 

導

入 

１ 学習課題を確認する。 

（１） 本時の目標となる課題を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇本時の目標を具体的に理解できるよ

うに、評価問題を先に提示する。 

〇三角形や四角形の面積比を個人で考

えることができるように、相似な図形の

基本的な性質を確認する。 

〇問題を簡単に考えることができるよ

うに、三角形や四角形で考えることを確

認する。 

展

開 

２ 三角形と四角形の面積比について考える。 

（１）「式」、「分割」、「敷き詰め」のどの方法

で説明するか選択する。 

 

 

 

 

 

〇学習を自己調整できるように、方法は

自由に選択させる。 

 

 

 

 

めあて 太宰府天満宮の境内の面積の推定の仕方を説明しよう。 

 

以下の 3つの相似な図形の組の面積比を、指定された方法で求め説明しなさい。 

①式                    ②分割                ③敷き詰め 

 

太宰府天満宮の境内の 

面積を推定し、その方法 

を説明しなさい。 
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（２）個で考える。 

（３）チームまたは個で考える。 

（４）全体で交流する。 

 

３ それぞれの答えからわかることを考える。 

・三角形と四角形の面積比は相似比の 2 乗に

なる。 

 

〇交流が活発に行われるように、どの解

き方を考えたか、交流前に確認する。 

〇交流によって深まった内容が分かる

ように、交流の中で出たキーワードは色

分けする。 

〇3 つの解き方を比較できるように、そ

れぞれの結論を電子黒板に掲示する。 

終

末 

４ 学習のまとめを行う。 

（1）本時の目標となる問題を解く。 

 

 

 

 

（2）本時の授業の振り返りを行う。 

 

 

 

 

 

 

８ 研究のまとめ 

 導入では、太宰府天満宮の航空写真を提示した。太宰府天満宮は生徒が先日実際に行っており、

立ち入り禁止区域もあり全体の大きさがわからなかったので、航空写真と縮尺、航空写真上の面

積から実際の面積を求めることができないか課題提起をした。これにより、生徒に課題への関心

や疑問を持たせることができた。 

 展開では、三角形または四角形の相似比と面積比の関係を見つける際に、どのような方法から

考えるかを自己選択させることで、生徒が主体的に課題に取り組む姿が見られた。また、式や相

似の性質を使って考えることが難しい生徒のために、具体的な操作によって考える課題を設定し

た。その後、交流の場面では自分と同じ考えの級友と考えを深めたり、違う方法の説明を聞いて

いろいろな考え方を理解したりしようとする姿が見られた。 

 終末では、三角形や四角形から多角形に拡張し相似な多角形において、面積比が相似比の 2 乗

になることをまとめとすることができた。 

 

 

 

 

 

 

◆面積比が相似比の 2乗になること

を、2つの四角形に分割して説明でき

る。（思考判断表現） 

Ａ．四角形に分割をして面積比を説明

している。 

Ｂ．分割せずに面積比を説明している。 

Ｃ．面積比を説明できていない。 

まとめ 

多角形はいくつかの三角形に分割できるので、相似な多角形の面積比は相似比の 2乗

になる。 
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    【写真１：導入】     【写真２：学習プリント】   【写真３：話し合い活動】 

 

 

９ 成果と今後の課題（成果・・・〇 課題・・・●） 

〇 本時の最終問題をはじめに提示することで、学習内容と目的を具体的にイメージすることが

出来た。 

〇 相似比と面積比の関係を考える際の考え方を 3 種類準備したことで、数学が苦手な生徒でも

試行錯誤しながら考えようとする姿が見られた。 

● 目標となる問題は生徒の身近なものを題材に設定したが、値が大きく計算が難しくなり計算

が出来ない生徒がいたため、計算しやすい値の題材設定が必要である。 

● 相似な三角形や四角形の面積比が相似比の 2乗になることは理解していたが、CD層の生徒は、

それを使って面積を求めることが出来ていなかった。比例式の立て方や計算の仕方についてヒン

トカードを用意するなど個別の手立ての必要性を感じた。 

 

◎参考文献 

○ 令和 7年度全国学力・学習状況調査解説資料（国立教育政策研究所教育課程センター） 

○ 令和７年度全国学力・学習状況調査及び福岡県学力・学習状況調査 調査結果報告書 

                               （福岡県教育委員会） 

○ 中学校学習指導要領解説 数学編（文部科学省） 


